
様式４ 

質 疑 応 答 書 

件名  広島市立大学ウェブサイトリニューアル及び運用・保守業務 
 

番号 頁等 質   問 回   答 

4-（1）-

ㇰ 

2 

 

別紙 2 のスケジュールは実稼働

日で換算するとタイトなスケジ

ュールですが、 

納期含め各作業項目に割り当て

られたスケジュールの変更や調

整のご検討は難しいでしょう

か？ 

納期については、「委託業務

仕様書」5 に記載の委託期間

内での納入を厳守してくだ

さい。 

期間内であれば、別紙 2 に記

載した各作業項目のスケジ

ュールについては本学と協

議の上、変更や調整は可能と

します。 

4-（2）-

ゥ 

2 年 1 回以上のレポート提出とあ

りますが、既存のレポート形式

を 6/5 以前に確認できますか？ 

レポートの内容も審査対象

となるため、レポートの形式

についてもご提案ください。 

4-（2）-

キ～ 

7-（1）-

カ-（キ） 

2～3 4-（2）-キから 7-（1）-カ-（キ）

までについて 5 年間にどれほど

のアップデートが実施されるか

予想もつかない状態での対応確

約（契約費用内）という解釈で

よろしいですか？ 

「委託業務仕様書」に記載し

ていることについては、契約

金額の範囲内で対応するこ

ととしています。 

７-（1）

- イ -

（ア）、 

７-（1）

- イ -

（イ） 

3 移行するコンテンツが不明な状

態での費用積算になりますが、

契約時の想定と大きく違って

も、費用は変わらず・・という

事になりますでしょうか？ 

もしくは予算内で可能な量の移

行数になりますでしょうか？ 

7-⑴イ(ｲ)に記載のとおり、

基本的には全てのコンテン

ツを移行することを前提と

しています。なお、移行する

データの詳細については、本

学と協議の上、決定すること

とします。また、費用につい

ても同様に、全て移行するこ

とを前提に積算してくださ

い。  
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7-（1）-

キ-（ウ） 

4 

 

本件で使用するサーバーは貴学

にてご準備されるとの認識で合

っていますでしょうか？ 

公開後に使用するサーバー

は、本学のサーバーを使用す

ることとしています。 

なお、7-⑴カ(ｲ)に記載のと

おり構築作業等に必要なテ

スト環境は、受託者が準備す

ることとしています。 

7-（1）-

カ-（サ） 

4 こちらは「一例」としての記述

でしょうか？ 

具体的に「Google カスタム検

索」の導入をご要望であれば、

以下に関してはどのようにお考

えでしょうか？ 

Google カスタム検索には以下

のデメリットが発生します。 

１．検索連動型広告が表示され

る 

２．ページ作成後に Google にイ

ンデックスされないと検索結果

には表示されない。（ページ作成

後に何日もインデックスされな

い可能性も大いにあり得る） 

あくまで一例であるため、メ

リット、デメリットを考慮し

た上で、最適なものをご提案

ください。 

7-（1）-

キ-（カ） 

5 原因の切り分け（サーバーが原

因 な の か ？ CMS が 原 因 な の

か？）はどのように行われるの

でしょうか？ 

7-(1)キ(ｶ)に記載のとおり、

原則問題が出ないような仕

様としてください。もし、表

示等に問題が生じた場合は、

受託者が運用・保守業務とし

て対応し、本学サーバーに問

題の可能性がある場合など、

必要があれば本学からサー

バー管理者へ対応を依頼す

ることとします。 

7-（1）-

キ-（ク） 

5 該当ページのカスタマイズは可

能ですが、編集機能も必要でし

ょうか？ 

受託者が運用・保守業務内で

編集可能な機能を想定して

います。 
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7-（1）-

ク-（ア） 

5 構築期間中とはどの時点からで

しょうか？ 

トップページや各コンテン

ツページなどの進捗確認が

必要となった時点からと考

えています。 

 

7-（2）-

ア-（ア） 

5 

 

現在の使用環境とはどういった

ものでしょうか？ 

使用環境とは、ウェブサイト

の運用・保守期間におけるサ

イトが構築されているサー

バー等の動作基盤を示しま

す。基盤は、セキュリティ対

応等や、OS 及び関連ソフトウ

ェアの更新で変化するため、

それに応じた親和性・互換性

に配慮し、運用・保守を実施

してください。 

7-（2）-

ア-（エ） 

5 インストール型、またはクラウ

ド型のセキュリティーチェック

ツールの利用を想定されていま

すでしょうか？ 

ツールを使用するかどうか

も企画提案に含めます。 

 

7-（2）-

ア-（オ） 

5 導入した CMS 本体と関連アプリ

ケーション（プラグイン等）の

開発元の違いから、開発者側の

セキュリティアップデートのタ

イミング違いやアップデート未

対応が生じた場合は、別途協議

の上で、機能の凍結や場合によ

ってはページ非公開の対策を取

ることは可能ですか？ 

7-(2)ア(ｶ)に記載のとおり、

CMS 等に係る作業を行う際は

本学と事前協議の上、凍結や

ページ非公開の対策をとる

ことが必要な状況であれば

やむを得ないと考えていま

す。 

7-（2）-

ア-（キ） 

6 移行先のサーバーの仕様が不明

な状態でも対応確約（契約費用

内）という解釈でよろしいです

か？ 

 

 

 

解釈のとおりです。 
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7-（2）-

ア-（ケ） 

6 

 

サーバーは貴学で管理される認

識ですので、バックアップ等は

サーバー管理の管轄になる認識

ですが、合っていますでしょう

か？ 

もしくはバックアップの仕組み

のみ受託者側で用意するという

事でしょうか？ 

サーバー全体のバックアッ

プについては、本学で対応し

ますが、コンテンツのバック

アップは受託者が用意する

こととしています。 

7-（2）-

エ-（ア） 

7 新規作成のボリュームが不明な

状態で費用に含むのは困難で

す。 

想定されるボリュームをご提示

いただくのが、スムーズかと思

いますが、いかがでしょうか？ 

本学で更新することができ

ないコンテンツの作成等を

想定しており、昨年度の実績

では、年間約 20 件程度でし

た。ただし、リニューアル直

後は増える可能性があるた

め、月平均 5 件程度を想定し

ています。 

別紙 1 

1-4 

1 使用するインターネット環境や

端末の環境によっても大きく左

右されます。何か基準がありま

すでしょうか？ 

同項目に応答時間の目安を示し

ています。サイトを構築するた

めに使用する本学が提供するサ

ーバー等基盤はクラウド上にあ

りますが、利用する本学のネッ

トワークと高速に接続すること

を条件としていますので、ネッ

トワーク遅延は小さいとお考え

ください。本学教職員が大学の

ネットワークを経由して各自の

PC 環境から各種操作を行うた

め、その環境を想定しています。 

2-2 1 「多言語」とは具体的に何語に

対応する仕様でしょうか？ 

4-（2）-キとも関連しますが、

初年度以降も追加で要望が発生

する認識でしょうか？また、最

大で何ヵ国語を想定されていま

すでしょうか？ 

英語、中国語、韓国語は必須と

考えております。それ以外の言

語については、費用内でできる

ことをご提案ください。また、

初年度以降に言語数を追加する

ことは想定しておりませんが、

もし追加する必要が生じた場合

は、本学と協議の上、対応を検

討します。 
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2-4 1 テンプレートの修正・追加・削

除は専門的知識が必要ですが、

「管理者」とはその知識を持た

れている方になりますでしょう

か？ 

7-(2)エ(ｱ)a に記載のとお

り、テンプレートの新規作成

については受託者が行うこ

ととしておりますので、修

正・追加・削除については、

専門知識がない職員でも対

応できることを想定してい

ます。 

2-5 1 

 

「文字サイズ」の指定を可能に

すると、レスポンシブ対応時の

端末ごとのフォントサイズ指定

に悪影響が出ますが、このよう

な悪影響が出る内容に関しては

「使用不可」の対応は大丈夫で

しょうか？ 

 

使用不可の対応以外が難し

い場合はやむを得ないと考

えておりますが、使用できる

方法があればぜひご提案く

ださい。 

 

 

2-9 、

2-10 

2 

 

「2-9」「2-10」で要望頂いてい

ることが相反しています。 

2-9 ではコピー＆ペーストする

際にソースデータを引き継がな

いように・・・ 

2-10 では引き継ぐようにご要

望いただいております。 

どちらが正しいご要望でしょう

か？ 

ご要望の内容によって実現可

能・不可能が変わってきます。 

 

2-9 では、「アプリケーション

特有の HTML 表現を削除でき

ること。」と記載しており、

ソースデータの削除等の編

集ができることとしていま

す。本学の要望としては、コ

ピー＆ペーストで用意に文

章や表の作成ができること

です。 

2-14 2 WYSIWYG エディタ内での機能を

想定されていますでしょうか？ 

また「Adobe Acrobat Reader の

ダウンロード用リンクバナー」

は PDF をアップロードする度に

自動挿入される・・・という想

定でしょうか？ 

 

 

 

 

そのとおりです。 

また、バナーについてもご認

識のとおりです。 
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2-16 2 ご要望の内容が不明です。 

何を確認する事を想定されてい

ますでしょうか？ 

ワンクリックでリンク先が

表示される等、容易にリンク

先が正しいかどうかを確認

ができることを想定してい

ます。 

2-20 2 「サイト閲覧ユーザーが検索す

るディレクトリを指定できる」

という意味では無いですよね？ 

項目や分類ごとにサイト内

検索が可能という意味です。

現在の本学のウェブサイト

におけるサイト内検索を参

考にしてください。 

 

2-21 3 

 

ご要望の画面イメージを具体的に

ご教示ください。 

管理画面内に Google マップが表示

されており、そのマップ上でピンを

移動してマップを作成する・・・と

いったイメージでしょうか？ 

その際には、機能の一部に「従量課

金」が含まれますので、使用ボリュ

ームが不明な「従量課金」分を 5 年

分の予算に含めるのは困難だと思

われますが、いかがでしょうか？ 

 

 

費用の範囲内で、ページ内に

おいて簡単な操作で施設な

どの所在地の表示が可能な

仕様をご提案ください。 

2-22 3 2-21 では「ソースを扱わな

い・・・」となっていますが、

動画はソースを扱う・・・でよ

ろしいですか？ 

動画については、動画投稿サ

イトからソースをコピーし

て埋め込むことを想定して

いるため、2-22 に記載のとお

りです。 
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3-4 3 サイトマップが自動生成される仕

様で、自動生成されたサイトマッ

プを手動で編集できると、矛盾が

生じます。 

例） 

１．CMS で新規ページを作成→サイ

トマップに自動追加 

２．サイトマップを手動で編集（例

えばサイトマップ上のタイトルを

変更） 

３．CMS 上で該当ページを更新する 

４．手動で編集したサイトマップ

上の文言は上書きされて、CMS 上の

タイトルに先祖返りする。 

こういった仕様になりますが、よ

ろしいですか？ 

記載どおりの仕様でかまい

ません。 

6-3 4 

 

差し戻し時に修正箇所を指示す

る方法は、どのように想定され

ていますでしょうか？ 

修正箇所の指示方法につい

ても、ご提案ください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（注）この質疑応答書は、仕様書の追補とみなす。なお、この用紙には企画提案参加者名を

記入しないこと。 



様式４ 

質 疑 応 答 書 

件名  広島市立大学ウェブサイトリニューアル及び運用・保守業務 
 

番号 頁等 質   問 回   答 

1 仕様書 

4.(2).

オ 

「データの追加・修正」とは具体的

にどのような内容でしょうか。ま

た、想定される頻度はどの程度でし

ょうか。 

本学で更新することができな

いコンテンツの作成等を想定

しておりますので、昨年度の

実績でお伝えすると、年間約

20 件程度でした。ただ、リニ

ューアル直後は増える可能性

があるため、月平均 5 件程度

を想定しています。 

2 仕様書 

4.(2).

オ 

貴学による Web サイトの更新頻度

はどの程度の想定ですか。 

更新頻度は時期により異なり

ますが 5 回/日程でページの

作成及び修正を行っていま

す。 

3 仕様書

4.(2).

キ 

貴学にてご用意いただくサーバー

の詳細について教えていただけま

すか。 

クラウド上の Linux サーバー

です。サーバーの詳細なスペ

ックはセキュリティの観点か

ら公開しておりません。受託

後にお知らせします。 

4 仕様書

7.(1).

イ.(ｲ) 

移行に関して、既存サイトのデータ

は何らかのデータ形式でのエクス

ポートが可能ですか。 

可能です。 

5 仕様書

7.(1).

イ.(ｲ) 

学 内 限 定 情 報 

(https://www.hiroshima-cu.ac.jp

/private/) は移行対象に含まれま

すか。 

含む場合、学内限定情報の下層ペー

ジは何ページありますか。 

学 内 限 定 情 報 は

(https://www.hiroshima-cu.

ac.jp/)で始まるため移行の

対象です。 

なお、現在下層ページは 100

ページ程度です。 

6 仕様書 

7.(1).

オ 

映像や音声のコンテンツはありま

すか。 

映像や音声のコンテンツがある場

合、「文字起こし」については提供

いただくことは可能ですか。 

 (「JIS X 8341-3:2016」に適合す

るための質問) 

あります。現在のウェブサイ

トをご確認ください。 

なお、文字起こしデータはな

いため、提供できません。 
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7 仕様書 

7.(1).

カ.(ｴ) 

多言語対応は「英語」以外の言語も

含まれますか。 

英語、中国語、韓国語は必須

と考えております。それ以外

の言語については、費用内で

できることをご提案くださ

い。 

8 仕様書

7.(1).

カ.(ｷ) 

及び 

7.(2).

ア.(ｸ) 

スマホ・タブレットの「OS」と「各

種ブラウザ」は、テスト時の最新バ

ージョンを対象とすることでよい

ですか。 

(テスト後にバージョンアップされ

た場合は保守範囲から外れる想定) 

スマホ・タブレットの「OS」

と「各種ブラウザ」について

は、7-(2)ア(ｸ)に記載のとお

り対応することとしているた

め、テスト後のバージョンア

ップへの対応は運用・保守の

範囲となります。 

9 仕様書 

7.(1).

カ.(ｸ) 

「学内システム」との接続とは具体

的にどのようなことでしょうか。 

本学がウェブサイト以外に使

用している「大学情報サービ

スシステム」「物品請求システ

ム」「Web メール」「e-learning

システム」「文書管理システ

ム」との接続を想定していま

す。 

10 仕様書

7.(1).

キ.(ｳ) 

「情報処理センターで準備する基

本システム（Apache、PHP、DB）」と

ありますが、ネットワーク回線、ハ

ードウェア、OS は貴学情報処理セ

ンターで準備されるという認識で

よろしいですか。 

その認識で問題ありません。 

11 仕様書

7.(1).

キ.(ｳ) 

「準備する基本システム（Apache、

PHP、DB）」について、それぞれのバ

ージョンを教えていただけますか。 

バージョンについては、「委託

業務仕様書」7-⑴キ(ｳ)のとお

り、受託者と本学との協議の

際にお示しいたします。 

12 仕様書

7.(1).

キ.(ｴ) 

LDAP サーバーとの連携の目的につ

いて教えていただけますか。 

本学の各システムにて使用し

ている ID 情報をウェブサイ

ト編集ログイン ID として使

用するために LDAP サーバー

と連携の必要があります。 
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13 仕様書

7.(1).

キ.(ｴ) 

開発時、クラウド上に別サーバーを

設けて構築することを検討してい

ますが、その場合 LDAP サーバーと

の通信環境の提供は可能ですか。  

 

本学が用意するサーバー以外

からの LDAP サーバーへの通

信はできません。開発時は

CMS のローカルアカウントを

ご用意ください。 

14 仕様書

7.(1).

キ.(ｶ) 

「合格発表等のアクセスが集中す

る際にも、CMS やそれを用いたコン

テンツの表示等に問題が出ないよ

うにすること。」とありますが、ネ

ットワーク回線、サーバー、ハード

ウェアは貴学、または受託者のいず

れが調達する想定ですか。 

貴学から提供される場合には、その

範囲内で可能な品質と捉えてよろ

しいですか。 

ネットワーク回線、サーバー、

ハードウェアは本学が準備い

たします。その範囲で可能な

対策を準備ください。 

15 仕様書

7.(2).

ア 

運用保守の対象について、どこまで

含まれますか。 

例： 

ハードウェア、OS→提供ベンダー 

基本システム（Apache、PHP、DB）

→貴学 

CMS 及び拡張機能→受託者 

受託者の保守の対象は 4-⑵

及び 7-⑵記載のとおり CMS 及

び関連コンテンツになりま

す。 

16 仕様書 

7.(2).

ア.(ｷ) 

「２０２４年度にサーバー移行の

予定があるため、その際の対応を含

む。」と記載がありますが、差し支

えなければ移行の理由をお聞かせ

ください。また、移行先のサーバー

のスペック、設置場所、利用ソフト

ウェアを教えていただけますか。 

移行は定期的に行っているサ

ーバー更新のタイミングであ

る 2024 年度に実施いたしま

す。移行先のサーバーのスペ

ック等は 2024 年度に決定い

たします。 

17 - 差し支えなければ現行 Web サイト

で使用されている CMS の名称を教

えていただけますか。 

現在は WordPress を使用して

いますが、これに限定するも

のではないため、「委託業務仕

様書」の内容を満たす CMS を

提案ください。 
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18 - Web サイトのすべてを CMS 上から編

集できる必要がありますか。 

「委託業務仕様書」を満たし

ている CMS であればその限り

ではありません。 

19 - リニューアルする Web サイトの物

量はどのくらいになりますか。 

現在のウェブサイトを基にご

検討ください。 

（注）この質疑応答書は、仕様書の追補とみなす。なお、この用紙には企画提案参加者名を

記入しないこと。 
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質 疑 応 答 書 

件名  広島市立大学ウェブサイトリニューアル及び運用・保守業務 
 

番号 頁等 質   問 回   答 

03 

仕 様

書 

4 頁 

7-(1) 

ア 

自動で実行される簡易のアクセシ

ビリティ検査機能が実装された仕

組みとすること。 

について 

 

「簡易」の検査機能として、想定さ

れる項目はご教示頂けますでしょ

うか？ 

 

項目についても審査対象とな

るため、7-(1)アのウェブアク

セシビリティに関する内容に

準拠した項目をご提案くださ

い。 

 

03 

仕 様

書 

5 頁 

7-(1) 

カ 

(ｸ) 学内システムとの接続を考慮

した環境設定を行うこと。 

について 

 

「学内システム」はどのようなもの

がございますでしょうか？ 

 

学内システムとは、本学で使

用している「大学情報サービ

スシステム」「物品請求システ

ム」「Web メールシステム」「文

書管理システム」のことです。 

03 

仕 様

書 

5 頁 

7-(1) 

キ 

( ｴ ) 本 学 の  LDAP （ Lightweight 

Directory Access Protocol）サー

バーと連携できるようにすること。

について 

本 学 の  LDAP サ ー バ ー は

Linux サーバーを使用してい

ます。 

  「 本 学 の  LDAP サ ー バ ー 」 は 

Windows サーバーでしょうか？  

 

03 

仕 様

書 

5 頁 

7-(1) 

キ 

(ｶ) 合格発表等のアクセスが集中

する際にも、CMS やそれを用いたコ

ンテンツの表示等に問題が出ない

ようにすること。 

について、 

サーバースペックが影響するかと

存じますが、どの程度のアクセス数

想定となりますでしょうか？ 

合格発表時の最大アクセス数

を想定しています。 

過去の実績では、昨年までが

約 2,000/分アクセスで、今年

は例年の６割程度のアクセス

数でした。 

    



別紙 
 

03 

仕 様

書 

6 頁 

7-(2) 

ア 

 (ｷ) 

※ ２０２４年度にサーバー移行の

予定があるため、その際の対応を含

む。 

について、 

リニューアルは、現行サーバーでの

対応という認識で相違ないでしょ

うか？ 

2024 年度のサーバー移行作業自体

は、要件に含まれず、その際に不具

合等が発生した場合の対応が必要

という認識で相違ないでしょう

か？ 

 

相違ありません。リニューア

ルは現行のサーバーでの対応

となります。 

また、サーバー移行の際の対

応についても、相違ありませ

ん。サーバー移行作業（コン

テンツ移行も含む）は含まれ

ませんが、サーバーの OS 等環

境が変わる可能性があります

ので、その際に不具合等が発

生した場合の対応が必要とな

ります。 

04 

別 紙 

1 

3 頁 Instagram や LINE などのソーシ

ャルメディアと連携が可能なこと。 

本学ウェブサイトへの記事掲載と

同時に、連携して、本学が指定する 

ソーシャルメディアへの投稿が可

能なこと。ソーシャルメディアへの 

投稿の有無について選択できるこ

と。 

について、 

具体的な SNS や、連携は学校全体

なのか、学部ごとに異なるのかとい

うあたりはご教示頂けますでしょ

うか？ 

現在は、Instagram、LINE、

Twitter、YouTube との連携を

想定していますが、その他の

ソーシャルメディアについて

は企画提案に含めます。 

連携は、全学のもののみとし

ます。 

02 

説 明

書 

1 頁 

1 

リニューアル・運用・保守について、 

それぞれ、お支払いのタイミングを

ご教示頂けますでしょうか？ 

リニューアルに係る経費及び

2024 年 2 月及び 3 月分の運

用・保守に係る経費について

は、請求を受けた翌月の末日

までにまとめて支払います。

また、2024 年度以降の運用・

保守に係る経費についての支

払い時期については、本学と

協議の上決定することとしま

す。 

（注）この質疑応答書は、仕様書の追補とみなす。なお、この用紙には企画提案参加者名を

記入しないこと。 
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